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現
在
、
水
本
地
区
で
は
「
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
循
環
型
社
会
形
成

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
山
形
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

の
提
案
で
、
地
区
内
の
休
耕
地
（
耕
作
放

棄
地
）
を
利
用
し
て
育
て
た
菜
の
花
か
ら

菜
種
油
を
採
取
し
、
そ
れ
を
学
校
給
食
等

に
利
用
。
使
用
済
み
の
廃
油
を
再
び
回
収

し
、
そ
れ
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ)

を
精
製
。
そ
れ
を
同
協
会
の

会
員
に
販
売
し
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
循
環
型
社
会
の
形
成
と
地
域
お
こ

し
を
同
時
に
行
お
う
と
い
う
も
の
で
、
そ

の
過
程
は
次
頁
の
通
り
で
す
。

　

昨
年
９
月
の
種
ま
き
以
来
、
順
調
に
生

育
し
た
菜
の
花
は
、
７
月
に
無
事
収
穫
を

迎
え
、
そ
れ
を
元
に
し
た
菜
種
油
（
18
リ

ッ
ト
ル
）
が
こ
の
ほ
ど
出
来
上
が
り
ま
し

菜の花プロジェクトの１年

水
本
区
発

循
環
型
社
会

へ
の
取
組
み

特 集

水
本
区
発

循
環
型
社
会

へ
の
取
組
み

菜の花プロジェクトの１年

た
。
今
回
は
初
年
度
と
い
う
こ
と
で
雑
草

の
繁
茂
が
著
し
く
、
当
初
の
予
定
よ
り
も

少
な
い
量
と
な
り
ま
し
た
が
、
８
月
31
日

に
は
早
く
も
来
年
に
向
け
た
種
ま
き
作
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
本
地
区
菜
の
花
協

議
会
（
岡
㟢
吉
博
会
長
）
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
町
、
県
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
そ
し

て
東
北
芸
工
大
の
学
生
な
ど
35
人
が
参
加
。

来
年
の
き
れ
い
な
菜
の
花
畑
と
大
豊
作
を

思
い
描
き
な

が
ら
作
業
に

あ
た
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
今

年
は
作
業
面

積
を
拡
大
し
、

さ
ら
な
る
耕

作
放
棄
地
の

解
消
を
図
っ

て
い
ま
す
。

｢菜の花プロジェクト｣の舞台
～耕作放棄地が菜の花畑になるまで～

もともとは使われなくなった牧草地でした

耕して農地として利用できる状態に

さらに整地し、種をまきました

そして迎えた5月、辺り一面に黄色の菜の花が咲き誇りました
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収穫感謝祭と豊作祈願祭
　

種
ま
き
が
行
わ
れ
た
８
月
31
日
に
は
、
今
年
の
収

穫
感
謝
祭
と
来
年
の
豊
作
祈
願
祭
が
旧
水
本
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
の
肴
と
し
て
提
供
さ
れ
た
の
は
、
今
回
搾
油
さ

れ
た
ば
か
り
の
菜
種
油
で
揚
げ
ら
れ
た
天
ぷ
ら
。
野

菜
な
ど
の
具
材
は
水
本
産
だ
け
を
使
用
し
、
地
元
の

婦
人
有
志
の
方
々
で
作
る
「
エ
プ
ロ
ン
会
」
の
皆
さ

ん
が
調
理
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

純
粋
な
菜
種
油
で
揚
げ
ら
れ
た
天
ぷ
ら
を
食
し
た

参
加
者
は
、
カ
ラ
ッ
と
し
た
食
感
に
皆
び
っ
く
り
。

｢

こ
れ
な
ら
い
く
ら
食
べ
て
も
油
酔
い
し
ま
せ
ん
ね｣

｢

や
っ
ぱ
り
自
分
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
は
最
高
！｣

と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

満面の笑みの岡﨑会長 揚げたての天ぷら 皆さん興味津々

地元の「エプロン会」が調理みんなで来年の大豊作を祈願した

水本区発
循環型社会への取り組み

休
耕
地
を
利
用
し

菜
の
花
を
栽
培

耕
作
放
棄
地
の
解
消

地
域
お
こ
し

菜
の
花
の
収
穫

菜
種
油
の
採
取

学
校
等
へ
寄
付

（
給
食
等
へ
利
用
）

使
用
済
み
の

廃
油
を
回
収

Ｂ
Ｄ
Ｆ
精
製

会
員
へ
販
売

環
境
教
育
資
金

種
子
代
金

トラックの燃料として販売し、
利益は新たな種子代金に

昨年９月30日の種まき作業

５月にはきれいな
花を咲かせました

７月の収穫作業
雑草が多く大変

収穫された菜種
油脂工場で搾油

黄色の液体が菜種油

18リットルが採取された

今後は学校等で利用され…

油を再び回収し、ＢＤＦを精製
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町政スポット①

Ｑ　

裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参

加
す
る
の
は
ど
ん
な
事
件
で
す

か
？

Ａ　

地
方
裁
判
所
で
行
わ
れ
る

刑
事
裁
判
の
う
ち
、
一
定
の
重

大
な
犯
罪
に
関
す
る
事
件
で
、

代
表
的
な
例
は
、
①
殺
人
②
強

盗
致
死
傷
、
③
危
険
運
転
致
死

傷
、
④
身
代
金
目
的
誘
拐
な
ど

で
す
。

Ｑ　

裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し

て
選
ば
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

選
挙
権
を
も
つ
国
民
の
中

か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

年
度
ご
と
に
、
各
市
町
村
の
選

挙
人
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で
裁

判
員
候
補
者
を
選
び
、
そ
れ
を

元
に
裁
判
所
が
裁
判
員
候
補
者

名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
裁
判
員

は
、
こ
の
候
補
者
名
簿
の
中
か

ら
、
一
つ
の
事
件
ご
と
に
、
裁

判
所
に
お
け
る
選
任
手
続
き
に

よ
り
選
ば
れ
ま
す
。

Ｑ　

裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞

退
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ　

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
の
で
、

原
則
と
し
て
辞
退
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

6/
歳
以
上
の
人
や
学
生
、
一
定

の
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る

人
は
裁
判
所
に
申
し
出
て
、
辞

退
を
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ　

裁
判
員
と
な
る
た
め
仕
事

を
休
む
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

ま
た
、
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
で

会
社
か
ら
解
雇
さ
れ
た
り
し
ま

せ
ん
か
？

Ａ　

裁
判
員
と
な
る
た
め
に
必

要
な
休
み
を
取
る
こ
と
は
法
律

で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
裁

判
員
と
し
て
会
社
を
休
ん
だ
こ

と
を
理
由
に
、
会
社
が
解
雇
な

ど
の
不
利
益
な
取
扱
い
を
す
る

こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ　

法
律
の
知
識
が
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
か
？

Ａ　

裁
判
員
と
し
て
、
事
実
が

あ
っ
た
の
か
な
か
っ
た
の
か
、

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
べ
き
か
を

判
断
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
判
断
に
法
律
の
知
識

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
法
律
知

識
が
必
要
な
場
合
は
、
裁
判
官

か
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

ま
す
。

Ｑ　

間
違
っ
た
判
断
を
し
て
し

ま
う
お
そ
れ
は
な
い
で
す
か
？

Ａ　

そ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
い

た
り
、
責
任
を
重
く
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裁
判
員
１

人
で
決
め
る
も
の
で
は
な
く
、

裁
判
官
を
交
え
た
９
人
で
話
し

合
っ
て
チ
ー
ム
と
し
て
結
論
を

出
す
制
度
で
す
。

Ｑ　

裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
ま
せ

ん
か
？

Ａ　

裁
判
員
に
危
害
が
加
え
ら

れ
る
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
事
件

は
、
裁
判
官
だ
け
で
審
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
員
が
参
加
す
る
裁
判
で

は
、
裁
判
員
の
名
前
や
住
所
等

は
公
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
事

件
に
関
し
て
裁
判
員
に
接
触
す

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

裁
判
員
や
そ
の
家
族
を
脅
し
た

者
に
は
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
町
か
ら
は
16
人　

平
成
21
年
度
の
裁
判
員
候
補
者
数

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と

し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
被
告
人

が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な

刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う

「
国
民
の
司
法
参
加
」
を
実
現
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
「
裁
判
員
」
と
し
て
国
民
誰

し
も
が
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
、
各
市
町
村
か
ら
選
出
さ
れ
る
人
数
が
発
表

さ
れ
、
平
成
21
年
度
に
は
朝
日
町
か
ら
16
人
が
裁

判
員
の
候
補
者
に
選
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

選
出
の
元
と
な
る
有
権
者
数
は
７
１
０
５
人
（
９

月
２
日
現
在
）
で
す
の
で
、
そ
の
確
率
は
約
４
５

０
人
に
１
人
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

来
年
５
月
21
日
の
制
度
開
始
ま
で
す
で
に
１
年

を
切
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
る

前
に
、
そ
の
概
要
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

選ばれる確率は約450人に1人（朝日町の場合）

　

■
問
合
せ

　
　

役
場
総
務
課

　
　
　
　

☎
67
�

２
１
１
１
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日
々
の
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
は
様
々
な
事
柄

に
出
会
う
。
そ
れ
が
若
い
修
行
の
間
で
あ
れ
ば
な

お
さ
ら
の
こ
と
。

　

親
方
が
弟
子
に
向
か
っ
て
言
う
。
「
失
敗
し
て

も
か
ま
わ
な
い
。
失
敗
し
な
い
で
覚
え
ら
れ
る
は

ず
が
な
い
。
失
敗
を
恐
れ
る
な
」
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新

日
本
紀
行
」
京
都
の
古
い
料
亭
で
の
光
景
で
あ
る
。

十
七
歳
の
若
者
が
天
ぷ
ら
海
老
の
筋
の
切
り
方
か

ら
揚
げ
方
を
、
必
死
に
練
習
し
て
い
る
様
子
が
映

自
分
か
ら
習
う
。
そ
う
い
う
気
構
え
が
な
け
れ
ば
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
自
分
の
も
の
に
は
な
ら
な

い
」
し
ば
ら
く
日
が
経
ち
、
若
い
弟
子
は
板
場
の

昼
の
賄
を
、
親
方
か
ら
任
さ
れ
た
。
「
こ
れ
が
最

後
」
の
思
い
を
、
包

丁
の
切
っ
先
に
込
め

海
老
の
筋
を
切
り
、

沸
き
立
つ
油
に
海
老

を
く
ぐ
ら
せ
た
。
真

っ
す
ぐ
に
伸
び
た
海
老
の
天
ぷ
ら
。
旬
の
野
菜
も

添
え
て
、
恐
る
恐
る
親
方
、
兄
弟
子
の
前
に
膳
を

運
ぶ
。
物
言
わ
ぬ
親
方
の
う
な
ず
き
。
兄
弟
子
の

う
つ
む
き
か
げ
ん
の
笑
顔
。
皆
が
板
場
に
戻
り
、

し
出
さ
れ
た
。
数
日
後
再
び
海
老
の
天
ぷ
ら
に
挑

戦
。
ど
う
し
て
も
揚
げ
上
が
り
の
海
老
の
背
が
曲

が
っ
て
し
ま
う
。
兄
弟
子
か
ら
油
の
温
度
が
低
い

と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
時
、
親
方
か
ら
の
一
言
。

「
明
日
も
あ
る
と
思

う
な
」
。
そ
れ
は

「
失
敗
を
失
敗
の
ま

ま
終
わ
ら
せ
て
は
な

ら
な
い
。
必
ず
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
よ
。
今
日
し
か
な
い
と
思
っ

て
、
真
剣
に
取
り
組
め
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。

弟
子
の
目
に
涙
が
に
じ
ん
だ
。
ま
た
親
方
は
こ
ん

な
こ
と
も
言
っ
た
。
「
教
え
て
も
ら
う
じ
ゃ
な
く
、

一
人
遅
れ
た
膳
を
前
に
必
死
に
涙
を
こ
ら
え
る
弟

子
の
姿
に
、
「
が
ん
ば
れ
よ
」
と
思
わ
ず
背
中
を

押
し
て
あ
げ
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

生
き
て
い
く
中
で
、
私
た
ち
は
様
々
な
事
柄
に

出
会
う
。
そ
ん
な
時
、
「
ま
じ
め
に
真
摯
に
物
事

に
向
か
う
」
そ
う
い
う
姿
勢
が
、
人
生
の
い
ず
れ

の
場
面
に
お
い
て
も
必
ず
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
、

と
毎
日
の
仕
事
の
中
で
実
感
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

今
私
た
ち
が
伝
え
た
い
こ
と

　
　

親
方
か
ら
弟
子
へ

　
　
　
　

（
仕
事
の
中
の
人
生
の
教
え
）

（36）

ま
じ
め
に
真し

ん

摯し

に
取
組
む
姿
勢

が
、
い
ず
れ
き
っ
と
役
に
立
つ

10月５日「和合りんごまつり」を開催　
りんごの里のおっきな芋煮会

　今春統合になったばかりの旧和合小学校で、10月５日「和合

りんごまつり」が開催されます。このまつりは、和合の人の手で

地域の中に集いや楽しみ、そして交流の「わ」を生み出そうと実

施するもので、現在、みんなが始めての体験で不安になりながら

も、手探り状態で準備を進めています。このことは、統合前に、

「これからの和合の未来はどうあったらいいのだろうか」それを

真剣に考え、３年の歳月をかけてまとめた「和合地域づくり計

画」の提案にあった取り組みです。

　当日は、「りんごの里のおっきな芋煮会」のイメージで、丸ご

と和合を味わう企画になりそうです。ゲームやりんごの即売会、

りんごの歴史紹介や和合太鼓の演奏なども企画されている様子。

みんなで覗いてみませんか？
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９月いっぱいで営業を終了　サテライト朝日

写真：和合が一体となった昨年９月の和合小最後の運動会



広
報
あ
さ
ひ
ま
ち  

９
月
号　
　

�

町
政
ス
ポ
ッ
ト
②

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況 

及
び

　
　
　
　

町
職
員
給
与
等
の
あ
ら
ま
し

１．職員の任免及び職員数の状況

任　命　権　者 町　長 議　会 教育委員会 農業委員会 合　計

職 員 数(平成19年４月１日現在) 139 2 29 2 172

　 〃 　(平成20年４月１日現在) 135 2 26 2 165

採用者数(平成19年４月２日～平成20年４月１日) 4 1 5

退職者数(平成19年４月１日～平成20年３月31日) 9 1 1 1 12

２．職員の給与及び定員管理の状況
⑴総括
　①人件費の状況（平成19年度一般会計決算）

区　　分 住民基本台帳人口
(20.3.31現在)

歳　出　額
(A）千円

実質収支
千円

人　件　費
(B）千円

人件費比率
（B/A）

18年度の
人件費率

平成19年度 8,472 4,247,112 199,125 1,011,076 23.8％ 23.4％

(注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬等を含みます。

　②職員給与費の状況（平成20年度一般会計予算）

区　　分
職　員　数
Ａ（人)

給　　　　与　　　　費 一人あたり給与費
(Ｂ/Ａ）千円給料(千円) 職員手当(千円) 期末・勤勉手当(千円) 計　Ｂ(千円)

平成20年度 117 469,448 49,026 177,255 695,731 5,946

(注）職員手当には、退職手当を含みません。また、給与費は一般職当初予算の計上額です。

⑵職員の平均給与月額、初任給等の状況
　①職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分 平　均　年　齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44歳９月 345,000円 384,100円

技能労務職 48歳０月 330,300円 341,900円

(注）給与は、給料及び諸手当を含んだ額です。

　②職員の初任給の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分
朝　　日　　町 国

初　任　給 採用２年経過 初　任　給 採用２年経過

一般行政職
大学卒 172,200円

（上級の場合)
185,800円

Ⅰ種　185,800円 200,000円

Ⅱ種　172,200円 185,800円

高校卒 140,100円 149,800円 140,100円 149,800円

技能労務職 高校卒 134,500円 143,900円 137,200円 146,700円

　③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分 経験年数10～15年 経験年数20～25年 経験年数30～35年

一般行政職
大学卒 247,100円 348,600円 401,800円

高校卒 233,400円 317,500円 393,900円

技能労務職 高校卒 237,300円 304,000円 337,000円

⑶一般行政職の級別職員数の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標 準 的 な
職 務 内 容

主　事
主事補

主　事 主　任
主　査
係　長
副主査

課長補佐 課　長 ―

職 員 数 5人 8人 12人 20人 15人 10人 70人

構 成 比 7.1％ 11.4％ 17.2％ 28.6％ 21.4％ 14.3％ 100.0％

(注）１．朝日町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

⑷職員手当ての状況
　①期末・勤勉手当の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分
６　月　期 12　月　期 計

朝日町 国 比　較 朝日町 国 比　較 朝日町 国 比　較
月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分 月分

期 末 手 当 1.35 1.40 △0.05 1.55 1.60 △0.05 2.90 3.00 0.10

勤 勉 手 当 0.65 0.75 △0.10 0.70 0.75 △0.05 1.35 1.50 △0.15

(注）職制上の段階、職務の等級による加算措置があります。

　

朝
日
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
当
町
の
人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
の

概
要
を
、
毎
年
お
知
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せ
し
て
い
る
「
町
職
員
の
給
与
と
定
員
の
管
理
」
と
併
せ
て
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せ
し
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す
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　②退職手当の状況（平成20年４月１日現在）

区　　分
朝　　日　　町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

支　

給　

率

勤続20年 23.50月分 30.55月分 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 59.28月分 59.28月分

そ の 他 の
加 算 措 置

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

定年前早期退職特例措置
（2％～20％加算）

退 職 時 の
優 遇 昇 給

定年退職　　無
勧奨退職　４号

１人当たり
平均支給額

2,412万円

(注）退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成19年度中に退職した職員に支給された平均額です。

　③時間外勤務手当の状況（一般会計決算）

区　　分 支　給　総　額 職員１人当たりの支給年額

平成19年度 1,439万円 138,330円

平成18年度 1,122万円 111,057円

(注）選挙に係る時間外手当を含んでいます。

　④その他の手当（平成20年４月１日現在）

区　分 内　　　　容

扶養手当

配偶者13,000円/月、一般の扶養親族6,000円（職員
に扶養親族でない配偶者がある場合のうち１人のみ
6,500円、職員に配偶者がない場合のうち１人のみ
11,000円)
扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳
の年度末までの子につき5,000円加算。

住居手当
借　家　　限度額　27,000円
持　家　　新築、購入　3,000円/月

通勤手当
交通機関利用　　限度額　55,000円
交通用具使用　　限度額　20,900円

⑸特別職の報酬などの状況（平成20年４月１日現在）

区　　分 月　　　額 区　　分 平成20年度支給割合

給　

料

町 長 820,000円(735,000円）
期

末

手

当

町 長 ６月期　1.525月分

12月期　1.625月分

　計　　3.150月分

副町長 635,000円(600,000円) 副町長

教育長 585,000円(550,000円) 教育長

報　

酬

議 長 310,000円(300,000円) 議 長 ６月期　1.525月分

12月期　1.625月分

　計　　3.150月分

副議長 250,000円(242,000円) 副議長

議 員 235,000円(228,000円) 議 員

(注）給料月額については、平成15年４月１日より（　）内の額を支給しています。

⑹部門別職員数の状況
　①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　　門
職員数

増減数 主な増減理由
20年 19年

一　

般　

行　

政

議 会 2 2 0

総 務 25 27 △ 2 事務の統廃合

税 務 5 6 △ 1 　　　〃

農林水産 8 8 0

商 工 6 5 1 交流観光事業の充実

土 木 7 7 0

民 生 22 21 1 保育園業務の充実

衛 生 5 5 0

小計 80 81 △ 1
特
別
行
政

教 育 26 29 △ 3 事務の統廃合

小計 26 29 △ 3

公
営
企
業

病 院 46 49 △ 3 調理業務の民間委託

水 道 3 3 0

そ の 他 10 10 0

小計 59 62 △ 3
合　　計 165 172 △ 7

(注）職員数は、一般職に属する職員数で地方公務員の身分を保有する休職者、
　　　派遣職員等を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

　②年齢別職員構成の状況（平成20年４月１日現在）

区　分

20

歳

未

満

20
歳
〜
23
歳

24
歳
〜
27
歳

28
歳
〜
31
歳

32
歳
〜
35
歳

36
歳
〜
39
歳

40
歳
〜
43
歳

44
歳
〜
47
歳

48
歳
〜
51
歳

52
歳
〜
55
歳

56
歳
〜
59
歳

　

計
　

職員数(人) 0 2 14 14 18 12 14 21 22 35 13 165

3．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
⑴勤務時間（平成20年４月１日現在）

開 始 時 刻 午前８時30分

終 了 時 刻 午後５時15分

週 休 日 土曜日、日曜日

休 日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び12月29日から１月３日までの日

１週間の正規の勤務時間 40時間

⑵休暇（平成20年４月１日現在）

区　　分 要件及び日数

年次有給休暇 年20日（20日を上限に残日数を翌年に繰越可）

病気休暇 90日（病気内容により最長１年）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の)

女性職員の出産 産前８週（多胎妊娠の場合にあっては14週)、産後８週

職員の結婚 連続する５日以内

職員が生後１年に達しない子を
育てる場合

１日２回、それぞれ30分以内の時間

男性職員の妻の出産 ２日以内

小学校就学前の子の看護 １暦年５日以内

忌引
配偶者、子、父母等の親族に応じて定める10日以
内の期間（例：配偶者10日、父母７日、子５日）

夏期休暇 ３日以内（７月１日～９月30日までの期間）

家屋倒壊予防休暇 ３日以内（12月１日～３月15日までの期間）

４．分限及び懲戒処分の状況

⑴分限処分（平成19年度） ⑵懲戒処分（平成19年度）

免職 休職 降任 降給 計 免職 停職 減給 戒告 計

1人 2人 0人 0人 3人 0人 0人 0人 0人 0人

６．職員の研修の状況

主　　催 内　　　容 回数 延べ受講者数

朝日町 メンタルヘルス、協働のまちづくり等 ４回 257人

市町村職員研修協議会等 上級、初級職員研修等 30回 49人

⑵公務災害補償の状況
　公務災害等の認定状況（平成19年度）

公務災害 通勤災害 計

１件 ０件 １件

５．職員の服務の状況
⑴職務専念義務の免除
職員には、地方公務員法の規定に基づき、職務に専念する義務が課せられ
ていますが、条例により、研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に
参画する場合、消防団員として消防活動に従事する場合等は、職務に専念
する義務が免除されます。

⑵営利企業など従事の許可
地方公務員法により、営利企業の役員等の就任又は、報酬を得て事業に従
事してはならないことになっています。従事する場合には、任命権者の許
可を要することになっています。

⑶育児休業
①育児休業
子供が３歳に達するまでの期間、任命権者の承認を得て、子供を養育する
ため休業することができます。育児休業をしている期間については、給与
は支給されません。

②部分休業
子供が３歳に達するまでの期間、任命権者の承認を得て、子供を養育する
ため１日の勤務時間の始め又は終わりにおいて、１日を通じて２時間を超
えない範囲内で勤務しないことができます。勤務しない場合は、勤務しな
い１時間につき、勤務１時間当たりの給与が減額されて支給されます。

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴福利厚生制度
共済制度として、山形県市町村職員共済組合では、職員とその家族の病気、
ケガ、出産等に対して必要な給付を行っているほか、退職者等に対して年
金等の給付を行っています。
また、山形県市町村職員互助会では、慶弔的な給付事業や保健事業補完す
る事業を行っています。
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パフォーマンス

明鏡橋のたもとに浮かぶ浮島
（この後回収しています）
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音
楽
が
好
き
な
23
歳
以
下
の
人
で
あ
れ

ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
全
国
最
大
規
模

の
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
レ

ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン（
ヤ
マ
ハ
音
楽
主
催
）」。

そ
の
山
形
大
会
に
お
い
て
、
２
年
連
続
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
、
こ
の
ほ
ど
東
京
で

開
催
さ
れ
た
２
次
審
査
も
勝
ち
抜
い
た

「
ハ
レ
ン
チ　

ミ
ュ
ー
カ
ス
」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
。
そ
の
バ
ン
ド
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

り
、
ド
ラ
ム
・
ボ
ー
カ
ル
（
歌
い
手
）
を

担
当
し
て
い
る
の
が
小
林
郁
さ
ん
で
す
。

　

と
に
か
く
昔
か
ら
人
前
に
出
る
こ
と
や
、

歌
う
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
小
林

さ
ん
（
現
在
19
歳
）
。
中
学
卒
業
直
後
に

音
楽
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
３
年
前
の
秋
、

同
じ
学
校
の
友
人
ら
と
現
在
の
グ
ル
ー
プ

を
結
成
。
以
来
地
道
な
練
習
や
、
ア
マ
チ

ュ
ア
ラ
イ
ブ
な
ど
で
技
術
を
磨
き
、
昨
年

臨
ん
だ
初
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
出
場
23
組
の

う
ち
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
今
年

８
月
３
日
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
看
板

を
背
負
っ
て
臨
ん
だ
今
年
の
大
会
で

も
再
度
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。
そ
の

後
、
８
月
31
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
２
次
審
査
（
ス
タ
ジ
オ
音
源
審

査
）
に
お
い
て
も
、
東
北
・
関
東
甲

信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
出
場
65
組
の
中
か
ら
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
へ
進
出
で
き
る
19
組
へ
と
見

事
勝
ち
残
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

そ
の
う
ち
、
東
京
以
外
は
８
組
、
東

北
で
は
２
組
の
み
の
進
出
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
ボ
ー
カ

ル
、
そ
し
て
作
詞
、
作
曲
も
担
当
す

る
、
ま
さ
に
バ
ン
ド
の
大
黒
柱
で
あ

る
小
林
さ
ん
。
音
楽
性
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、
「
言
葉
（
歌
詞
）
で
理
解

す
る
よ
り
も
感
覚
（
音
）
で
感
じ
る

音
楽
」
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
。

「
ロ
ッ
ク
」
と
い
う
先
入
観

か
ら
、
大
き
な
音
を
響
か
せ

大
声
で
歌
う
音
楽
と
思
い
き

や
、
意
外
に
も
ポ
ッ
プ
。
そ

し
て
女
の
子
な
ら
で
は
の
キ

ュ
ー
ト
な
セ
ン
ス
た
っ
ぷ
り
。

山
形
大
会
で
の
審
査
員
に
よ

れ
ば
「
３
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個

と
し
て
の
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
一
体
感
が
抜
群
」

と
の
評
価
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

　

今
は
10
月
に
行
わ
れ
る
「
東
京
フ
ァ

イ
ナ
ル
（
19
組
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー

ジ
審
査
）
」
に
向
け
て
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
る
そ
う
す
が
、
今
後
の
展
開
次

第
で
は
、
デ
ビ
ュ
ー
も
夢
で
は
な
い
状

況
。
し
か
し
、
小
林
さ
ん
は
「
デ
ビ
ュ

ー
と
か
に
つ
い
て
は
、
興
味
が
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
目
標

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
私
は
歌

う
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
。
今
後
も
自

然
体
で
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
語
り
ま
し
た
。

音楽コンテストで２年連続県グランプリを獲得
10月に開催される東京ファイナルに進出

小林 郁さん（大沼）

山形大会でグランプリの
表彰を受けるメンバー
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　靖史さんの会社の先輩と里香さんが同級生ということが縁で、

２年前の秋に知り合ったお二人。その後、昨年１月から交際を

スタートし、このたび８月24日に入籍されました。

　思い出に残っている出来事を尋ねると、「蔵王でのスノーボ

ード」と二人の意見が一致。その日は、初心者の里香さんにド

キドキしながらも手とり足とり教えたという靖史さんでした

が、本当の思い出はそれ以外にありました。「この日のデート

が決まったときから、冗談交じりで『手作りの弁当を食べたい

なぁ』とお願いしていましたが、当日、本当に作ってきてくれ

てびっくり。前の日から仕込みが必要な料理がぎっしりで、ま

さに愛情弁当でした」と語ります。里香さんも「あまり作った

ことのない料理もありましたが、とにかく喜んでもらいたく

て・・・がんばったんだよ！」と語ります。当時はまだ正式な

お付き合いではなかったとは言え、すでに二人の心は結ばれて

いました。

　入籍月日の８月24日については、靖史さんの名前（やすし）

にゴロを合わせて決めたとのこと。「結婚して何年たっても忘

れることのない結婚記念日でしょ！」と得意げに語る里香さん

に対し、苦笑いの靖史さんでした。

大谷三
　白田　靖史 さん
　　　　里香 さん

町
立
図
書
館
お
す
す
め

今
月
話
題
の
本

「
時
が
滲
む
朝
」
楊　

逸　

著

　

梁
浩
遠
と
謝
志
強
。
天
安
門
事
件

か
ら
北
京
五
輪
前
夜
ま
で
、
２
人
の

中
国
人
大
学
生
の
成
長
を
通
し
て
中

国
民
主
化
勢
力
の
青
春
と
挫
折
を
描

く
。
中
国
人
の
心
情
を
え
ぐ
っ
た
１

冊
。

第
１
３
９
回
直
木
賞
受
賞
作

「
切
羽
へ
」　

井
上　

荒
野　

著

　

夫
と
穏
や
か
で
幸
福
な
日
々
を
送

る
セ
イ
の
前
に
、
ひ
と
り
の
男
が
現

れ
る
。
夫
を
深
く
愛
し
て
い
な
が
ら
、

惹
か
れ
て
ゆ
く
セ
イ
。
宿
命
の
出
会

い
に
揺
れ
る
ふ
た
り
は
や
が
て
・
・
・
。

廃
墟
の
多
く
残
る
静
か
な
島
を
舞
台

に
描
く
、
美
し
い
切
な
さ
に
満
ち
た

恋
愛
小
説
。
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みなさんからのおたよりでつくるコーナーです。

　■あて先／〒990－1442　朝日町大字宮宿1115番地
　　　　　　　　　　　　　朝日町役場 政策推進課 地域情報係
　　　　　　　　　　　　　（電話：67－2112　ﾌｧｯｸｽ：67－2117）
　■Ｅ メ ー ル／inform＠town.asahi.yamagata.jp
　■Ｕ　Ｒ　Ｌ／http://www.town.asahi.yamagata.jp
　■観光情報のメール配信登録（右のＱＲコードを読み込み、
　　「件名」に配信申し込み、「本文」に①氏名、②性別、
　　③都道府県名④市町村名(地区名)を入力し、送信。

町民の

　声
　
　
　
　
　
　

【
朝
日
町
民
】

問 乗
客
の
少
な
い
町
民
バ
ス

ワ
ゴ
ン
車
で
も
十
分
で
は

答

町へ寄付をいただきました。善意に感謝申し上げます。

※
デ
マ
ン

ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム

【
政
策
推
進
課
・
税
務
町
民
課
】

※
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　

【
無
記
名
】

　
　
　
　
　

【
教
育
文
化
課
】

街路灯10基(取付工事含)
東北電力株式会社　　天童営業所

所長　石橋 浩　様
株式会社ユアテック寒河江営業所

所長　菅原 隆之様

事務用パソコン17台、
　　　プリンタ１台
財団法人　

山形県都市整備協会 様

問

答

り
ん
ご
っ
こ
ク
ラ
ブ
の
利

用
料
金
に
つ
い
て
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戸籍の
まど

平成20年(2008年)　

■８月１日～８月31日届出

すこやかに

おしあわせに

やすらかに
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掲載を希望しない方は、届け出

の際にお申し付けください。　
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きょうの健康・あしたの健康
　平成２０年４月からメタボリックシンドロームに着目
した特定健診・特定保健指導がはじまりました。
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「特定健診」いわゆるメタボ健診は、メタボの方とその
予備群の方を発見し、「特定保健指導」を受けていただ
く方を特定するための健診です。
「特定保健指導」の該当の方には、個別にご案内します。
管理栄養士・保健師が、１対１で個々に適した生活習慣
病の改善方法を一緒に考え、実践のお手伝いをします。
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　自分の健康状態を知って、生活習慣を見直すことがで
き、生活習慣病の発症や重症化の予防につながります。
結果的に、医療費を下げることができ、みなさんが負担
する保険料軽減につながります。

　健診の体制が分かりにくいとのご意見等がありますが、
今後、さらに最新の情報をお伝えし、不安なく健診を受
けていただけるよう努めていきたいと考えております。
不明な点等は、下記へご連絡ください。
　■問合先：健康福祉課　健康推進係　６７－２１３２

※健診を受けるには保険証のほか、「医療保険者」の発
行する『受診券』が必要ですので、忘れずにお持ちくだ
さい。（詳細については、国保の場合は町へ、それ以外
の方は、勤め先などの「医療保険者」へご確認ください

年齢に応じた健診等の流れ
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